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D　࢖༻ࠟ跡（εε・コήの෇ண）ʹ͍ͭͯ

ʢ�ʣ観察ʹ౰ͨͬͯ

ࣽ෸༻土器の࡞り分けと࢖い分けを検౼͢るたΊ、ࣽਬき時に෇ணしたεε・コήを࡯؍した 1）。調査

ணख前ஈ֊において、౰時の৯ੜ׆にগしͰもアϓϩーチ͢る৘報の࠾औがͰきるΑ͏な調査ํ法を模ࡧ

した。ͦのҰͭとして炉෴土のᝲいとともに、࢒存཰の高い土器Ͱのࣽ෸ࠟ跡の࡯؍を೦಄において、土

器のચいと઀߹・෮ݩを行ͬた。土器ચいͰは、特に内面のコήを͘ڧચわないこと、઀߹前のॲཧとし

てṞ落を๷͙たΊόΠϯμーに௮け、コήのṞ落を最খ限に཈えることに৺がけた。෮ݩに౰たͬてはಉ

͘͡εε・コή෦分΁のΨϜςーϓ౳の࢖༻を最খ限に཈えた。

ʢ�ʣ観察ࢿྉのબఆͱܭଌ಺༰

観察ࢿྉのબఆɿεε・コήの෇ண状࡯؍گには࢒存཰の高い土器を数多͘行͏ことͰ、Ұఆの޲܏ந

出がՄೳͰあり、1 遺跡౰たり 20 体Ҏ上が๬·しいと͞れているʦখྛݸ 2003ʧ。本遺跡Ͱはࢿ料数を

֬อ͢るたΊ、ԣํ޲の࢒存཰が 50ˋఔ度、ॎํ޲の࢒存཰が 70ˋҎ上のものをର৅に࡯؍を行ͬた。

༰ྔ・૬ରత͞ߴ౳のܭଌɿࣽ෸༻土器の࡞り分けと࢖い分けを検౼͢るたΊ、εε・コή࡯؍土器の

存཰が࢒の޲存཰にຬたないものͰあͬても、ԣํ࢒ 1�4 Ҏ上のものをର৅に༰ྔをܭଌした。·た、

土器のϓϩϙーシϣϯには、器高ʸ最大ܘʷ 100 ͰٻΊた数஋をʮ相ର的高͞ʯとして࢖༻͢る。相ର

的高͞は、数஋にൺྫしてഎの高いϓϩϙーシϣϯの土器となる。これҎ֎に、縄文土器Ͱはগないがׅ

れの有ແをॏࢹした。ׅれのあるものは、ᰍ෦ܘʸ಑෦最大ܘʷ 100 ͰٻΊた数஋をʮׅれ度ʯとして

。い土器となるڧる。数஋に൓ൺྫして、ׅれの͢༺࢖

෼　ྨɿ土器の分ྨは第ᶛষの記ड़に४͡る。

ʢ�ʣ長割遺跡ग़土土器の༰ྔͱ૬ରత͞ߴ・ׅΕ౓

༰ྔ（第 177 ਤ上ஈ）ɿ上記の基४をຬた͢ものは 53 体存在͢る。༰ྔは最গݸ 0�39ᶩ、最大 71�6ᶩ

と෯͘޿分布͢る。શ体Ͱは 3ᶩ෇ۙ、7ᶩ෇ۙ、10 ～ 12ᶩ෇ۙ、32ᶩ෇ۙͰ分布のஅઈがೝΊられる

たΊ、4ᶩະຬをখ4、ܕ ～ 7ᶩを中খ7、ܕ ～ 10ᶩを中大12、ܕ ～ 25ᶩを大ܕ、ͦれҎ上を特大ܕと

͢る。

分ྨ別Ͱはߋに޲܏が分布のஅઈがදれる。本ߘの分ྨ͝とに༰ྔ分布をࣔしたのが第 177 ਤӈଆͰ

ある。ܥ౷が໌֬な 1・3 に、ૈ製的なࠨを（Ҏ下、ਫ਼製土器と͢る）܈ 4 をӈ（Ҏ下、ૈ製土器と͢る）܈

にࣔした。分布のஅઈは、ਫ਼製土器Ͱは 4ᶩ෇ۙ、10 ～ 15ᶩ෇ۙ、20 ～ 25ᶩ෇ۙ、ૈ製土器Ͱは、2

～ 4ᶩ෇ۙ、6 ～ 7ᶩ෇ۙ、10 ～ 12ᶩ෇ۙ、15 ～ 16ᶩ、20ᶩ෇ۙ、30ᶩҎ上とएׯҟなる。本ߘの

中大ܕͰは、10ᶩ෇ۙのものはૈ製土器の઎Ίるൺ཰が高い点、本ߘの大ܕ・特大ܕͰは、ਫ਼製土器Ͱ

֬ೝͰきない 12 ～ 15ᶩと 20 ～ 30ᶩのものͰૈ製土器がѹ౗的に多い点、ٯに 15 ～ 20ᶩͰはਫ਼製土

器が多い点など、相ޓにิ׬し߹͏Α͏な࡞り分けのՄೳੑが૝ఆͰきる。

૬ରత͞ߴ（第 177 ਤ中ஈ）ɿ71�6ᶩの特大ܕ品（ਫ਼製土器Ͱ相ର的高͞は 151）をআき、相ର的高͞と༰

ྔの関࿈をࣔ͢分布ਤを࡞成した。ਫ਼製土器とૈ製土器ڞに、100 ～ 150 の間に分布の中৺がある。༰

ྔ別Ͱはएׯ、ҟなる޲܏がೝΊられ、ਫ਼製土器は 10ᶩະຬのものが෯޿い分布をࣔ͢が、15ᶩҎ上は

100 ～ 150 の෯Ͱ納·る。Ұํのૈ製土器は、༰ྔが大きいものはൺֱ的相ର的高͞が૿͢޲܏にあり、

1） εε・コήの෇ண状࡯؍گに౰たり、ࠟ跡のೝఆ・ղऍにͭいて北཮学院大学খྛਖ਼史教तから多͘の͝教ࣔをಘた。

1　出土遺物にͭいて
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ୈ ��� ਤ　長割遺跡ग़土土器の֤ଐੑ

分類別土器容量（左：1・3群、右：4群）

（粗製土器）（精製土器）

土器容量と相対的高さ

土器容量と括れ度
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20ᶩҎ上のものͰは 130 Ҏ上のものが多い点Ͱਫ਼製土器と΍΍ҟなる。

ׅΕ౓（第 177 ਤ下ஈ）ɿ71�6ᶩの特大ܕ品（ਫ਼製土器Ͱׅれ度は 80）をআき、ׅれる器ܗͰのみ༰ྔの

関࿈をࣔ͢分布ਤを࡞成した。ׅれる器ܗのものがগな͘、ਫ਼製土器は 13 体、ૈ製土器はݸ 6 体にաݸ

͗ない。ਫ਼製土器は 85 ～ 100 ෇ۙに分布の中৺がある。༰ྔ別の޲܏はݟ出し೉いが、90 にຬたない

ものは、10ᶩະຬのものに多い޲܏にある。ૈ製土器はܭଌ数がগな͘、΄とんどがׅれを࣋たない器

Ͱある。たͩし、80ܗ Ҏ下のものが 2 が存在したことܗれる器ׅ͘ڧ体あることから、͘͝ྫ֎的にݸ

が分かる。

ʢ�ʣ観察݁Ռ

εε・コή෇ணの࡯؍を行ͬたのはു・ਂുの 26 体に加え、4*1291ݸ の床面からٯҐͰ出土したਂ

ുの上൒෦片とઙു 1 点を加えた 28 体Ͱある。いͣれも調ཧ時のものとਪఆ͞れるεεの෇ணがೝΊݸ

られる。 ・ുਂ ുの内༁はখܕが 5 点（ਫ਼製 3、ૈ製 2）、中খܕが 5 点（ਫ਼製 2、ૈ製 3）、中大ܕが 5 点（ਫ਼

製 3 点、ૈ製 2 点）、大ܕが 7 点（ਫ਼製 2 点、ૈ製 5 点）、特大ܕ 4 点（ਫ਼製 2 点、ૈ製 2 点）Ͱある。֤༰ྔ

ૈ・ͼਫ਼製ٴ 製も大きなภりはೝΊらないことから、本遺跡の状گをࣔ͢ݸ࡯؍体が֬อͰきたとߟえる。

らのਤࣔํ法におおむͶ४拠して第ࢯՌは、খྛਖ਼史݁࡯؍ 178 ～ 181 ਤにࣔした。内֎面ともに 2

面を基本としたが、࢒存཰の௿い土器は片面のみࣔしている。Ҏ下、༰ྔ͝との࡯؍状گを記͢。

খ　ܕ（第 178 ਤ）ɿ内面のコήは、খܕͰも 1ᶩにຬたͣ、特に༰ྔがখ͞い 112・879 は޿いൣғ

に෇ணしている。3ᶩऑと΍΍༰ྔが大きい 33・129 は಑෦上Ґにް͘ଯ積͢る޲܏にあり、΄΅ಉ͡

༰ྔの 631 は಑෦の΄΅શ面がコή෇͘޲܏にある。֎面のεεはް͘ଯ積したものが多͘、ڧいԌを

डけた಑下෦はࢎ化͢る޲܏にあるが、ᰍ෦෇ۙ（33）、಑෦上Ґ（129）にεεࢎ化がೝΊられるもの

がある。これらのεεࢎ化෦にରԠ͢る内面は、͢΂てͰはないにしてもコήがࢎ化ফࣦしたもの（33・

129・631）もある。

ਧきこ΅れࠟは 5 点中 3 点ͰೝΊられた。ന৭（631）、ࠇ৭（33）、ന৭ʴࠇ৭（879）がある。

中খܕ（第 178 ਤ）ɿ内面のコήは಑上෦と下෦（48・920）、಑෦中Ґ（785）、಑下෦（754・617）に分かれ、

相ର的高͞が大きいものは、಑下෦に集中͢る޲܏にある。内面のコήͰ஫目͞れるのは 754 Ͱある。

಑下෦のコή෦分には種別は特ఆͰきないもののཻࠄ状のࠇ৭෇ண物がೝΊられる（ਤ൛ 409 上ஈ）。൑அ

ͰきなかͬたたΊਤࣔしていないが、コήが෇ணしていない෦分ٴͼコήࢎ化෦にもٴͿՄೳੑがあり、

ࣽ෸内༰物がਪఆͰきるྫとしてۃΊてوॏͰある。754 はׅれ度をܭଌした土器の中Ͱは、58 と最も

ׅれがڧい土器Ͱある。΄かとはҟなる特別な調ཧが行われたՄೳੑをࢦఠしたい。

֎面のεεは、খܕとಉ༷に಑෦上Ґを中৺にೝΊられる円ܗないしはପ円ܗのεεࢎ化෦が஫目͞れ

る。΄΅͢΂てのݸ体Ͱ֬ೝͰきるが、この͏ͪ 617 は、΄΅ॎҐに࿈ଓして円ܗ・ପ円ܗのεεࢎ化

がೝΊられ（第 182 ਤ上ஈࠨ）、Ұ෦は内面の͏͢いコήないしはϤΰレのࢎ化ফࣦともରԠ͢る。·た、

存཰が௿いことから࿈ଓ的か൱かは໌֬Ͱないが、754࢒ Ͱも΍΍޿いൣғͰॎҐにεεࢎ化෦が࿈ଓ

しており、内面の͏͢いコήないしはϤΰレのࢎ化ফࣦともରԠ͢る（第 182 ਤ中ஈࠨ）。

ਧきこ΅れࠟは 5 点中 3 点ͰೝΊられた。ࠇ৭が 2 点（920・48）とന৭が 1 点（754）Ͱある

中େܕ（第 178・179 ਤ）ɿ内面のコήはϤΰレఔ度Ͱ໌ྎͰないものもある（16）。෇ண෦Ґは಑上෦

と下෦が 1 点（166）にରし、಑下෦のみが 3 点（37・793・748）と多い。中খܕとಉ༷に、相ର的高͞

との関࿈が༧૝͞れる。಑下෦のコήは、ϕϧト状ないしは環状ۙ͘に·ͰٴͿものがある（21・748）。

いͣれも૚状の内෦はࢎ化ফࣦしており、٤ਫ線上のコήͰあるՄೳੑが高い。

1　出土遺物にͭいて
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ୈ ��� ਤ　観察݁Ռʢ�ʣ　4�1�10
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33（2.84　）
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617（6.77　）

37（8.08　）
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ୈ ��� ਤ　観察݁Ռʢ�ʣ　4�1�10
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1　出土遺物にͭいて
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ୈ ��� ਤ　観察݁Ռʢ�ʣ　4�1�10
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֎面のεεはখܕ・中খܕとಉ༷のࢎ化෦がೝΊられる。特に 166・748 Ͱݦ著Ͱあり、΄΅ॎҐに

࿈ଓして円ܗ・ପ円ܗのεεࢎ化がೝΊられ、Ұ෦は内面のബいコήないしはϤΰレのࢎ化ফࣦともରԠ

͢る。࢒存཰が௿いことから໌֬Ͱないが、21 もͦのՄೳੑがある。

ਧきこ΅れࠟは 5 点中 4 点（166・793・16・748）ͰೝΊられた。ࠇ৭が 2 点（166・793）、ന৭ʴࠇ

৭が 2 点（16・748）Ͱある。

େ　ܕ（第 179・180 ਤ）ɿ内面のコήはϤΰレఔ度Ͱ໌ྎͰないものが 3 点ある（831・689・49）。

831 は಑最下෦をܽ͘たΊ໌֬Ͱないが、ݦ著なコήが֬ೝͰきないものは大ܕͰも 19ᶩҎ上と特に大

きいものͰೝΊられており、これ·Ͱݟてきた中大ܕҎ下の༰ྔのものと΍΍ҟなる޲܏Ͱある。内面に

෇ணしたコήは٤ਫ線上のものをআき、಑中෦は 1 点のみͰ（789）、಑下෦にϕϧト状に෇ணしたもの

が 3 点と多い（683・688・861）。中大ܕとಉ༷にϕϧト状コή෦分はࢎ化ফࣦしたものもある（689）。

֎面のεεは中大ܕҎ下とಉ༷のࢎ化෦が、3 点ͰೝΊられる（683・831・861）。特に 688 は、΄΅

ॎҐに࿈ଓして円ܗ・ପ円ܗのεεࢎ化がೝΊられ、Ұ෦は内面の͏͢いコήないしはϤΰレのࢎ化ফࣦ

ともରԠ͢る。

ਧきこ΅れࠟは 7 点中 4 点ͰೝΊられた。ࠇ৭が 1 点（49）、ന৭が 2 点（789・861）、ന৭ʴࠇ৭が

1 点（688）Ͱある。したたりࠟは 789 の 1 点ͰのみೝΊられた。

ಛେܕ（第 180・181 ਤ）ɿ内面のコήは٤ਫ線上のものをআき、いͣれも಑下෦にϕϧト状に෇ண͢る。

これに加え、಑෦上ҐにٴͿものが 2 点ある（40・39）。中大ܕ・大ܕとಉ༷にϕϧト状コή෦分はࢎ化

ফࣦしたものが多い（970・39）。

֎面のεεは大ܕҎ下とಉ༷のࢎ化෦が、͢΂てのݸ体ͰೝΊられた。特に 39・40 は、΄΅ॎҐに࿈

ଓして円ܗ・ପ円ܗのεεࢎ化がೝΊられ、コήࢎ化΍Ұ෦は内面の͏͢いコήないしはϤΰレのࢎ化ফ

ࣦともରԠ͢る（第 182 ਤӈ列౳）。

ਧきこ΅れࠟは 4 点中 2 点（970・813）ͰೝΊられた。ന৭が 1 点（970）、ࠇ৭が 1 点（813）Ͱある。

ઙുͱૈ製土器（第 181 ਤ）ɿεε・コήが໌ྎなઙ （ു859）と特ҟな出土状گをしたૈ製ਂ （ു47）がある。

ઙുは内面のコή、֎面のεεが໌ྎͰࣽ෸経ݧを有͢ることが分かる。47 は֎面のεεࢎ化が特に著

しい。໌֬な根拠にܽ͘が、୆として࢖༻͞れ、長時間ڧいԌをडけたՄೳੑがある。

ʢ�ʣ観察݁Ռのղऍ

༰ྔ別にεε・コήの෇ண状گをݟたが、Ҏ下Ͱはͦの޲܏を֬ೝ͢る。これに加え、本遺跡の໿

20LN 北ଆにあり、中期຤葉～後期前葉の村上市アチϠ平遺跡の݁࡯؍Ռʦ滝沢・໺ా 2009ʧとൺֱ͢る。

には、ີ઀に関࿈͢るものと༰ྔに関わりなگ෼͚ɿ大き͞（༰ྔ）別にみたεε・コήの෇ண状͍࢖

͘ೝΊられる޲܏はある。コήの特௃として、ബいコήないしはϤΰレఔ度のものが数点ある。ഇغ·Ͱ

の࢖༻ճ数を൓өしたՄೳੑはあるが、大12）ܕ ～ 25ᶩ）のૈ製土器Ͱ目立ͭ޲܏にある。ݦ著なコή

が֬ೝͰきないものが、ൺֱ的大ܕの༰ྔͰೝΊられる点はアチϠ平遺跡ྫとڞ௨͢る 1）。

٤ਫ線上と༧૝͞れるޱԑ෦෇ۙのものをআいたコήの෇ண෦Ґは、খܕのもの΄ど಑෦上Ґٴͼશ面

にٴͿ޲܏にあり、相ର的高͞が૿͢中大ܕҎ上（8ᶩҎ上）から಑下෦にϕϧト状に८るものが多͘な

り、大ܕҎ上Ͱは、コήが෇ணしないૈ製土器をআいて高いස度ͰೝΊられる。このことから、大ܕのҰ

෦をআいてൺֱ的ਫ分をඈ͹͢調ཧが行われていたՄೳੑがあり、ͦの中Ͱも本遺跡Ͱ特にׅれ度が高い

1） アチϠ平遺跡Ͱコήが໌ྎͰないݸ体は、໿ 12ᶩ・21ᶩ౳、ൺֱ的大きな༰ྔͰएׯೝΊられる。

1　出土遺物にͭいて
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ୈ ��� ਤ　観察݁Ռʢ�ʣ　4�1�10
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欠

欠

欠

欠

47

内外

内

外

欠

欠

欠

欠

欠 欠

欠

欠

欠

欠

859（0.71　）

40（30.81　）

813（37.03　）

39（71.60　）
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ୈ ��� ਤ　土器࢖༻ࠟΞοϓ

コゲ酸化コゲ酸化

コゲ酸化コゲ酸化

ドーナツ状コゲドーナツ状コゲ

スス酸化スス酸化

スス酸化スス酸化

スス酸化スス酸化

スス酸化スス酸化

スス酸化スス酸化

スス酸化スス酸化

ス
ス
ス
ス

白
色
吹
き
こ
ぼ
れ

ヨゴレ

617　外面

754　外面

39　内面コゲ酸化 39の外面スス酸化

39　口縁部外面

617　内面

1　出土遺物にͭいて
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754 は内面の෇ண物からཻࠄを調ཧしたՄೳੑがࢦఠͰきる。

ਧ͖͜΅Εɿ࡯؍したਂു・ു 26 中ݸ 16 ͰೝΊられた。༰ྔ΍ਫ਼製・ૈ製の区分にかかわらͣ、高

いස度ͰೝΊられており、ݸ࡯؍体 20 点中 9 点ͰೝΊられたアチϠ平遺跡Αりも高いൺ཰Ͱある。

಑Լ෦の૚ঢ়ίήɿ相ର的高͞が૿͢中大ܕҎ上（8ᶩҎ上）から಑下෦にϕϧト状に८るものが多͘なり、

大ܕҎ上Ͱは、コήが෇ணしないૈ製土器をআいて高いස度ͰೝΊられる。಑下෦૚状コήのੜ成ཁ因に

ͭいては、٤ਫ線上のコήͰあるՄೳੑがࢦఠ͞れているʦখྛ・Ѩ෦ 2008ʧ。ೝఆ条݅として、ᶃコ

ήの下୺ラΠϯが΄΅ਫ平Ͱྠֲがシϟーϓ、ᶄコή下୺ラΠϯが΍΍高Ί、ᶅしたたりࠟを൐͏、ᶆコ

ήόϯド内෦のコήࢎ化෦、ᶇ෯ڱいコήόϯドͰある。ࠓճ࡯؍したݸ体Ͱ、このཁ݅を͢΂てຬた͢

ものは存在しないが、ᶆはਫ分をؚ·ないۭਬきをしないとىこりಘないと͢れ͹、٤ਫ線上コήをೝఆ

͢る大きな根拠となる。ᶆは 793・688・748・970・39 などൺֱ的多͘のݸ体Ͱ֬ೝͰきる。

಑下෦における٤ਫ線上コήのੜ成ཁ因にͭいては、ʮ੝り෇けऴྃ時·Ͱುを炉から動か͞ないʯʮ大

ྔのオΩͰ಑下෦をғむことから、ൺֱ的長時間加೤͢るʯことが૝ఆ͞れているʦখྛ・Ѩ෦ 2008ʧ。

ҰํͰ北໺ത࢘ࢯはখྛࢯらのݟղをߋにঢ՚͞せ、ʮ調ཧ物をऔり出した後に、࢒存オΩՐ೤をར༻し

た土ುの加೤ס૩͞せる޻ఔͰੜ͡たものʯとしたʦ北໺ 2009Q�21ʧ。これはコήੜ成ཁ因の検౼Ͱ、

಑下෦の૚状コή（コήόϯド内෦のࢎ化あり）は௨ৗの調ཧͰはىこりಘないʦ西ా 2006ʧことをडけ、

ఠͰある。ਂുに෇ணしたコήの҆ఆಉҐ体分析ࢦՌと調ཧ内༰物にղऍを加えたことからಘた݁ݧ࣮

から、内༰物がσϯϓϯ࣭΍ࢷ分に෋んͩ調ཧに主体的に༻いられたことが໌らかに͞れているʦ吉ా

2008ʧ。σϯϓϯ࣭΍࣭ࢷを多ؚ͘む৯材の調ཧͰは、器นにσϯϓϯ࣭΍ࢷがこͼりͭき、ਫચいがࠔ

೉Ͱある。この··์ஔしてお͘と෗ഊ΍ΧϏ、ҟषの原因になるたΊ、ʮఈにͬ࢒たࣽोがס૩͢る·

Ͱ加೤͢るʯことͰੜ͡たコήと൑அした。縄文土器の݁࡯؍Ռから 10ᶩҎ上の大ܕ品Ͱ多いことを͛ڍ、

Ҡ動にΑるഁଛのリεΫを͞けるҙຯͰもオΩՐの༨೤Ͱುをס૩͞せることの有ޮੑをઆ͘。

本遺跡から出土した๛෋な動物遺存体のσーλをҾ༻͢る·Ͱもな͘、縄文時代の৯における動物ੑた

んͺ࣭͘と、σϯϓϯ࣭のར༻はઆಘྗが高͘、ൺֱ的༰ྔな大きなものに٤ਫ線上の಑下෦コήが֬ೝ

͞れることからも、北໺ 2009 のઆは有ྗなものとߟえる。

Խɿখྛ・Ѩ෦ࢎԑ෦͔Β಑෦্Ґのεεޱ 2008 のʮଆ面加೤コήʯにࣅたࠟ跡をࣔ͢ものが多͘ೝ

Ίられた。このࠟ跡はᶃ片面加೤、ᶄৠらし時のଆ面加೤、ᶅԣ౗し時のオΩ઀৮、ᶆෳ式炉のଆนとの

઀৮、がཁ因と͞れている。本遺跡ͰೝΊられたεεࢎ化෦とରԠ͢るコήࢎ化は、ෆ࿈ଓͰはあるがॎ

Ґに円・ପ円ܗのものもあり、調査Ͱ֬ೝした炉からもᶃ・ᶄ・ᶆͰはな͘、ᶅのՄೳੑが高いとߟえる。

ᶅはʮ੝り෇けがऴわͬたುをオΩՐ上にԣ౗ししたࡍ、オΩと઀৮した෦分（最もுり出した෦分）に円

えられるʯߟた内༰物をٟいऔることがͬ࢒化ফࣦ෦ʯがあるものͰ、ʮఈۙ͘にࢎのεεܗෆ੔ପ円～ܗ

と͞れているʦখྛ・Ѩ෦ 2008ʧ。Ҏ下、ʮԣ౗し時のオΩ઀৮ࠟʯとしてղऍを行͏。

ԣ౗し時のオΩ઀৮ࠟは、༰ྔ・相ର的高͞が૿͢中খܕͰも 6ᶩ前後から多͘なる޲܏にある。成立

ཁ因は、ʮఈۙ͘にͬ࢒た内༰物をٟいऔるʯたΊのࠟ跡とߟえた৔߹、高いස度ͰೝΊられることに加え、

֎面に円ܗ・ପ円ܗのεεࢎ化がز列もॎҐに࿈ଓ͢ることのઆ໌が೉しい。ز列もॎҐに࿈ଓ͢るεε

化（617・166ࢎ など）はʮԣํ޲のసがしʯの݁ՌͰあり、಑下෦૚状コήを加೤ס૩とした北໺ത࢘ࢯ

のղऍをώϯトに、ʮ加೤ס૩のたΊʯとߟえることがΑり߹ཧ的と൑அした。相ର的高͞が大きいもの

が多いことは、ޱԑ෦ۙ͘·Ͱס૩͞せるにはʮオΩՐ上にԣ౗しʯしたํが、Αりס૩時間が୹ॖͰき

るとߟえる。本遺跡Ͱ多֬͘ೝͰきたཁ因にͭいてのઆ໌は೉しいが、εε・コήの࢒りの良͞もҰ因と
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はషり෇けにΑる大きな೺खがな͘、ԣ౗し・సがしにΑる܈える。·た、主体となる後期前葉の土器ߟ

土器のഁଛがগないことがཁ因かもしれない。中大ܕҎ上の༰ྔͰは、಑下෦૚状コήから、ᶃ௚立にΑ

るۭਬき - ᶄԣ౗しۭਬき - ᶅసがし、޻ఔが෮ݩͰきる。খܕͰ 631 ΍ 129 など 3ᶩ前後のものͰೝ

Ίられるが、これらはᶃにΑりס૩がՄೳともߟえるが、ʮԣ౗し時のオΩ઀৮ࠟʯͰあるՄೳੑがある

ことから、ᶃがলུ͞れ、ᶄ - ᶅのみͰ加೤ס૩͞れたՄೳੑもあΖ͏。ԣ౗し時のオΩ઀৮ࠟのೝఆと

ͦのղऍにͭいては՝୊も多いが、݁࡯؍ՌのҰղऍとしてఏࣔ͢る。

E　土器のฤ೥తҐஔ౳ʹ͍ͭͯ

第ᶛষͰの記ड़どおり、上下面から出土した土器は後期前葉の南ेࡾҴ৔式新ஈ֊～南ेࡾҴ৔式最新

ஈ֊にൺఆ͞れるものͰ΄΅઎Ίられる。ここͰはా中ࢯ࡞ߞʦా中 1985・1989・1990・2002、ా中・

౉ᬑ 1999ʧ、品ా高ࢯࢤʦ品ా 2001C・2002ʧ、金子༏子ࢯʦ金子 2002B・Dʧらの時期区分をߟࢀに

してਂുを中৺に編年的Ґஔ෇けを行い、地Ҭੑ౳にͭいてएׯの検౼をࢼみる。

ʢ�ʣฤ೥తҐஔ

・ೆेࡾҴ৔ࣜ৽ஈ֊・ೆेࡾҴ৔ࣜݹஈ֊ʢ長割 � 期ʣ（第 183 ਤ）

2 3、（Ҵ৔式ेࡾ）܈ ܈ A （ྨ南ेࡾҴ৔式）の多͘が֓౰͢る。2 、は散在的な分布にとど·るのにରし܈

3 ܈ A ྨは 4%5186 の集中区（ᶗ～ᶙ）Ͱ·と·ͬて出土している。

Ҵ৔ࣜɿਂു（609・978ेࡾ など）の΄か、஫ޱ土器（731 など）がある。ਂുはഁ片ࢿ料が多͘、શ

体の文༷構成は໌֬Ͱない。この͏ͪ 978 はҰ෦ܽଛしているが、ڮ状೺ख下の円ࢗܗಥ間にݽ線がࢪ

͞れている。これҎ֎のものはୀ化したڮ状೺खが࢒存͢るものに΄΅限られ、಑෦のࢗಥからेࡾҴ৔

式にൺఆしたもの（609）は 1 点のみͰある。後ड़͢る南ेࡾҴ৔式古ஈ֊にൺして数ྔはগない。

731 の஫ޱ土器はܗ׬品Ͱある。土ළܕをఄし、಑෦上൒のみ上下区ը内にॎҐࢗಥ、Ӕ巻文とこれ

をғ͏ܗ֯ࡾ状の௜線が͞ࢪれている。ా中ࢯ࡞ߞにΑり南ेࡾҴ৔式新ஈ֊のものと͞れたಢ໦県௬沢

遺跡ྫʦ後藤 1996ʧにྨ͢ࣅるʦా中 2002ʧ。

ʲೆेࡾҴ৔ࣜݹஈ֊ʳ

ແ文ないしは縄文地上にଠ͘ઙい௜線Ͱࢪ文͞れたものを主体に、ଳ状のຏফ縄文が͞ࢪれた A ྨを

基本と͢る。文༷構成はޱԑ෦と಑෦からなるᶗྨ（ᶗ 1 ྨ、ᶗ 3 ྨ、ᶗ 4 ྨ）と、ޱԑ෦・ޱᰍ෦・ᰍ෦・

಑෦からなるᶘྨ（ᶘ 1 ・ྨᶘ 2 ・ྨᶘ 5 ・ྨᶘ 6 ᰍ෦・಑෦とからなるᶚྨ（ᶚޱ・ԑ෦ޱ、（ྨ 8 ྨ）がある。

ॎҐ௜線は 3 本 1 ୯Ґのもの（342・872）が主体とߟえる。

ʦA ᶗྨ（ޱԑ෦・಑෦の文༷構成）ʧ

ॎҐ௜線にΑる文༷がඳかれた 1 ྨ（131・185・342 など）と、ॎҐ௜線に 6 字状の文༷が加わる 3

ྨ（787）、ॎҐ௜線とͦれに࿈݁したࣼ行௜線が͞ࢪれた 4 ྨ（872）がある。ٯ 6 字とした 864 はᶗ

1 ྨとしたが、ᶗ 3 ྨとの関࿈が༧૝͞れる。A ᶗ 4 ྨの 872 の಑෦文༷は、ງ೭内 1 式としてଊえら

れている土器܈ʦ石Ҫ 1993・1995 などʧにྨ͢ࣅるが、ޱԑ෦のࢦ಄ѹࠟは新潟県内に͘޿ೝΊられる

在地的な特௃とのࢦఠʦ金子 2002Bʧがあることから本܈にؚΊた。

1 ྨの಑෦文༷はଳ状のຏফ縄文が͞ࢪれたもの（131・185 など）、ޱԑ෦にॎҐ௜線が͞ࢪれた୯Ґ

下にॎҐ௜線を͞ࢪれたもの（342）、ٯ 6 字状（864 など）など多༷Ͱある。この͏ͪ 185 は上～下Ґ

にかけて෯が͡ݮており、7 字状をఄ͢るՄೳੑがある。ޱԑ෦は௜線のみ（131・863・864）の΄か、

。಄ѹࠟ（185）、ॎҐの୹௜線間がʮコʯ字状௜線（342）などがあるࢦ

1　出土遺物にͭいて




